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基
本
理
念

「
子
ど
も
も
親
も
地
域
も

い
き
い
き
と
輝
く
ま
ち
大
洗
」

　

子
ど
も
や
家
庭
、
地
域
社
会
に
対
す
る
支
援
や
働

き
か
け
を
通
じ
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
個
性
が
輝

き
、
夢
を
持
ち
、
健
や
か
に
育
つ
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
、
ま
た
、
親
に
と
っ
て
は
育
児
不
安
や

育
児
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
育
児
を
楽
し
み
な
が
ら
自

ら
も
輝
く
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
、そ
し
て
、

地
域
全
体
に
と
っ
て
は
未
来
の
担
い
手
と
な
る
子
ど

も
の
育
成
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
希

望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　わが町、わが国の未来を担う子どもたち（次世代）がすこやかに生まれ育つことができるように、また、
少しでも多くの家庭で楽しく子育てができるようにするため、行政だけでなく、家庭、地域、学校、企
業など社会全体が連携・協働して取り組むための指針を示したものとして、平成16年度に平成17年
度から平成21年度までの５年間を計画期間とする前期計画を策定していました。
　今回は、平成22年度から平成26年度までの５年間を計画期間とした後期計画を策定しました。

大大洗
町次世代育成
支援行動計画
大洗
町次世代育成
支援行動計画
大洗
町次世代育成
支援行動計画
大洗
町次世代育成
支援行動計画
大洗
町次世代育成
支援行動計画
（後期計画後期計画）（後期計画後期計画）（後期計画）

基
本
的
視
点
と
基
本
目
標

　

こ
の
計
画
は
、
気
を
つ
け
る
べ
き
視
点
と
し
て
３

つ
の
基
本
的
視
点
を
掲
げ
、
施
策
の
大
き
な
柱
と
し

て
３
つ
の
基
本
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

子どもも親も地域も
いきいきと輝くまち

大洗

基本目標３基本目標２

基本目標１

基本的視点

子どもも親も地域も子どもも親も地域も
いきいきと輝くまちいきいきと輝くまち

大洗大洗

子どもも親も地域も子どもも親も地域も
いきいきと輝くまちいきいきと輝くまち

大洗大洗

子どもも親も地域も
いきいきと輝くまち

大洗

基本理念

地域が輝く
まちづくり

親が輝く
まちづくり

子どもが輝く
まちづくり

１．子どもの健やかな成長を応援する
２．安心して生み育てられる環境づくり
３．地域の子育て参加促進
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施　策　体　系施　策　体　系

基
本
理
念

２．次世代の親の育成

（１）思春期保健対策の充実
　① 性や薬物等に対する教育
の充実

　②心のケア体制の拡充
　③母性・父性の育成

（２）定住化対策の推進
　①住民参画のまちづくり推進
　②郷土愛の醸成
　③事業所との連携強化

（３）危険予防の推進
　①交通安全教育の推進
　②防犯教育の推進

７．地域の育児力向上

（１） 子育て支援ネットワーク
の充実

　①地域ネットワークの拡充
　②地域の子育て意識喚起
　③地域人材等の活用促進

（２）児童虐待防止対策
　① 児童虐待防止ネットワーク

の充実
　② 子どもの人権擁護意識の

啓発
　③心のケア体制の確立
　④一時避難所の確保

６．福祉的支援の充実

（１）ひとり親家庭の自立支援
　①既存支援策の充実

（２）障害者施策の充実
　①障害者理解の促進
　② 早期発見・早期対応の推進
　③障害児教育の充実
　④自立生活の促進
　⑤障害者施策の統合的推進

９．子どもを危険から守る環境の整備

（１）防犯体制の強化
　①防犯協力体制の確立
　②防犯情報の提供体制構築
　③防犯設備の普及

（２）交通安全対策の推進
　①交通安全設備の充実
　②運転マナーの向上

５． 職業生活と家庭生活の
両立支援

（１）働き方の見直し推進
　①多様な就労形態の推進
　②男性の家庭参画推進
　③育児費用支援の推進

（２）就労環境の改善
　①職場環境づくりの推進
　② 各種支援制度の情報提供

充実

３．家庭での子育て支援

（１） 仲間づくりと学習・情報
提供・相談体制の整備

　① 情報提供の拡充と一元化
推進

　②子育て相談体制の拡充
　③仲間づくりと交流の促進

（２）家庭での教育力向上
　①学習機会の充実
　②訪問指導の拡充

（３）保育サービスの充実
　①多様な保育の充実
　②学童保育の拡充
　③保育協力の促進

８．生活環境の改善・向上

（１）住宅環境の向上
　①良質な住宅環境の確保推進
　② 住宅に関する情報提供の

拡充

（２）地域環境の向上
　①快適なまちづくりの推進
　② 子ども連れにやさしいま

ちづくりの推進
　③有害環境の改善促進

１． 多様な体験や学習機会
の拡充

（１）遊び環境の整備
　①遊び場や居場所の整備
　②遊び方の指導支援
　③体験活動の充実

（２）保育・教育環境の整備
　①教育内容の拡充
　②相談事業の拡充
　③ 学校・幼稚園・保育所（園）
の施設設備の改善、充実

　④連携体制の充実

４．健康づくりの推進

（１）親子の健康づくり充実
　①乳幼児健康診査の充実
　② ｢いいお産 ｣の普及促進
　③ ｢食育 ｣の推進
　④健康推進協力体制の拡充
　⑤健康づくり体制の構築

（２）家庭での事故予防
　①事故防止の啓発
　②緊急時対処法の周知

（３）医療体制との連携
　①医療体制の充実
　②情報提供の拡充

基
本
的
視
点

基
本
目
標

施
策
分
野
と
施
策
目
標
お
よ
び
施
策
の
方
向
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わ
が
町
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状

わ
が
町
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状

わ
が
町
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状

わ
が
町
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状資料 :平成17年まで国勢調査、平成20年は10月１日時点での茨城県常住人口調査（年齢不詳除く）
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●人口推移

　大洗町では人口の減少が大きく、昭和60年
で 21,044 人あったものが、平成20年では
18,553人にまで減少しています。
　また、年齢区分でみると、年少人口（15歳
未満）割合の減少と高齢者人口（65歳以上）
割合の増加がみられ、平成７年の時点では両者
が逆転しているなど、早い段階で少子高齢化の
進行が色濃く表れています。

●年少人口割合と高齢者人口割合の県内比較

　平成20年 10月１日時点での年少人口（15歳
未満）割合と高齢者人口（65歳以上）割合を県平
均と比較すると、町の年少人口割合は県平均を下回
り県内44市町村中で39番目、高齢者人口割合で
は県平均を上回り県内８番目と、県内市町村の中で
も少子高齢化が進んだ町であることがわかります。

基
本
目
標
１

子
ど
も
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

　

人
間
形
成
の
基
盤
と
な
る
幼
児
、
学
童
期
で

の
遊
び
や
教
育
の
環
境
づ
く
り
を
施
策
分
野
と

し
て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
尊
重
さ

れ
、
夢
を
持
ち
、
実
現
し
て
い
く
こ
と
の
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
大
人
と
な
る
た
め
の

資
質
、
環
境
づ
く
り
も
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
２

親
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
に
お
け
る
近
所
づ
き
あ
い
の
希
薄
化
や

核
家
族
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
家
庭

の
孤
立
化
や
子
育
て
不
安
感
の
増
大
、
子
育
て

の
経
験
・
知
識
・
技
術
な
ど
が
世
代
間
で
伝
承

さ
れ
に
く
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、

仲
間
づ
く
り
や
、
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
学
習

や
情
報
提
供
、
相
談
体
制
の
充
実
、
父
親
の
家

庭
参
画
の
推
進
と
と
も
に
、
安
心
し
て
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
母
子
保
健
体
制
の
充
実
、

生
活
様
式
や
就
労
形
態
の
多
様
化
に
対
応
し
た

就
労
環
境
や
保
育
環
境
の
改
善
な
ど
を
施
策
分

野
と
し
て
、
子
育
て
に
夢
を
持
ち
、
楽
し
み
な

が
ら
、
自
ら
の
生
活
を
築
い
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
の
ひ
と

り
親
家
庭
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
い
る
家
庭

な
ど
、
福
祉
的
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
家

庭
に
対
す
る
施
策
の
充
実
に
も
努
め
ま
す
。
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14,225 13,934
13,713 13,107 12,322 11,608

2,600 3,091 3,672 4,198 4,543 4,756

20.0% 17.9% 
25.6% 

18.0% 21.0% 23.7% 

11.8% 14.9% 13.3% 12.2% 
14.9% 

12.4% 

21,044 20,742 20,434 19,957 19,203 18,553 0% 

20% 

40% 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

今
後
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

資料 :常住人口（平成20年10月１日現在）
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基
本
目
標
３

地
域
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

　

子
育
て
の
基
本
は
家
庭
に
あ
る
も
の
の
、
そ

の
家
庭
や
子
ど
も
も
地
域
社
会
に
根
ざ
し
て
生

活
し
て
お
り
、
周
囲
の
人
々
や
環
境
な
ど
か
ら

様
々
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
孤
独
に
陥
り
が

ち
な
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
た
り
、
親
の
目
の

届
か
な
い
と
こ
ろ
で
代
わ
り
に
子
ど
も
を
見
守

る
こ
と
や
、
子
ど
も
や
、
子
育
て
家
庭
が
安
全

に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
居
住
環
境
を
整
備
す

る
な
ど
、
地
域
社
会
が
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

に
果
た
す
べ
き
役
割
も
生
じ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
が
子
育
て
家
庭
に
関
わ
り
、
子

ど
も
と
そ
の
家
庭
を
と
も
に
育
ん
で
い
く
体
制

づ
く
り
や
、
居
住
環
境
の
向
上
及
び
地
域
の
安

全
対
策
を
施
策
分
野
と
し
て
盛
り
込
み
、
住
民

の
交
流
と
参
画
が
あ
り
、
温
か
み
の
あ
る
生
活

共
同
体
と
し
て
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●合計特殊出生率

　合計特殊出生率（一人の女性が生涯に産む子ども数）
をみると、県、国ともに平成17年を境に上昇傾向に
転じていることがわかります。
　一方、本町では県や国を下回っているものの、近年
では1.20を上回る年も多く見られています。

●保育所（園）・幼稚園・学童保育利用者数推移

　保育所（園）利用者は440人前後、幼稚園利用者
は50人前後でほぼ横ばい状態です。
　また、小学生での学童保育利用者は平成18年度を
ピークに減少し、平成21年度で176人となってい
ます。一方、平成19年度から実施している放課後子
ども教室は、平成21年度で343人が利用しています。
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　次世代育成支援対策推進法により、本計画で
は保育サービスを中心とした子育て支援事業に
ついて、目標年度での数値目標を掲げることと
されていることから、平成21年度の実施見込
値及び平成29年度での推計値を参考値とする
とともに、平成26年度での本町の保育サービ
スに関する数値目標を示します。

事　　業　　名 単位 21年度
実施見込

26年度
目標値

29年度
推計値

1
通常保育事業 ３歳児未満 人 146 146 121

３歳児以上 人 309 217 194
2 特定保育事業 か所 0 0 0

3 延長保育事業
か所 5 5 5
人 31 25 22

4 夜間保育事業（～22時）
か所 0 0 0
人 0 0 0

5 トワイライトステイ事業（22時以降）
か所 0 0 0
人 0 0 0

6 休日保育事業
か所 2 3 3
人 16 20 20

7
病児・病後児保育事業 病児・病後児対応型

か所 0 0 0
人日数 0 0 0

体調不良児対応型
か所 1 1 1
人日数 82 100 100

8 一時預かり事業
か所 2 2 2
人日数 114 150 170

9 ショートステイ事業 か所 0 0 0

10 放課後児童健全育成事業（学童保育）
か所 6 5 5
人 176 169 134

11 地域子育て支援拠点事業 か所 2 2 2
12 ファミリー・サポート・センター事業 か所 0 0 0

資料 :保育所（園）と学童保育所は福祉課（各年度４月１日現在）
幼稚園は学校教育課（各年度５月１日現在）放課後子ども教室は生涯学習課（各年度５月１日現在）

資料 :女性年齢別出生数は茨城県人口動態、女性人口は10月１日国勢調査人口及び常住人口を用いて算出
※人口を維持するのに必要な合計出生率は2.08といわれています。
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情報クリップ情報クリップ情報クリップ
INFORMATION

大洗町役場

☎267-5111

金
婚
式
（
結
婚　

周
年
）

記
念
表
彰
の
申
請
受
付
中

対
象
／
町
内
在
住
で
、
昭
和
35
年

１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
結

婚
し
、
今
年
で
結
婚
50
周
年
を
迎

え
る
金
婚
夫
婦

※
戸
籍
上
の
婚
姻
に
限
り
ま
す
。

申
請
／
役
場
福
祉
課
に
申
請
書
が

備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を

持
参
の
上
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
町
外
に
本
籍
の
あ
る
方
は
婚
姻

年
月
日
の
わ
か
る
戸
籍
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
／
８
月
６
日
（
金
）

表
彰
／
審
査
・
決
定
後
、
９
月
20

日
（
月
）
開
催
の
敬
老
会
で
表
彰

い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

 

（
内
線
１
５
１
）

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

対
象
／
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
要

介
護
４
・
５
に
相
当
す
る
高
齢
者

を
、
過
去
１
年
間
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族
。

支
給
金
額
／
10
万
円

申
請
／
役
場
福
祉
課
に
申
請
書
が

備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を

持
参
の
上
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
／
８
月
２
日
（
月
）
〜

８
月
31
日
（
火
）

問
合
せ
／
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

（
内
線
１
５
１
）

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
・
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の
皆
様
へ
の
書
状
贈
呈
事
業

　

慰
労
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な

ら
な
い
方
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤

務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
方
の
う
ち
、
慰
労
給

付
金
の
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
方

に
対
し
て
、
そ
の
御
苦
労
に
報
い

る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

書
状
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基
づ

い
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
請

求
期
限
は
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
請
求
書

類
は
町
福
祉
課
社
会
福
祉
係
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
省
大
臣
官
房
総
務

課
管
理
室 
業
務
担
当

☎
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

町
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

（
内
線
１
５
１
）

50

父
子
家
庭
へ
の
児
童
扶
養
手

当
の
支
給

　

父
母
の
離
婚
等
に
よ
り
、
18
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
す
る
父
子
家

庭
の
方
に
も
８
月
１
日
か
ら
児
童

扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
制

度
の
概
要
及
び
申
請
受
付
に
つ
き

ま
し
て
は
来
月
の
広
報
誌
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

（
内
線
１
５
３
）

　

大
洗
町
職
員
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
数
／

①
事
務 

２
名
程
度

②
管
理
栄
養
士 

１
名
程
度

受
験
資
格
／

事
務　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

管
理
栄
養
士　

昭
和
55
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
管
理

栄
養
士
の
免
許
を
有
す
る
人
又
は

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
に
よ
り
管

理
栄
養
士
の
免
許
を
取
得
見
込
み

の
人

※
受
験
資
格
を
満
た
す
人
で
も
、

次
の
ア
か
ら
オ
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
．
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人

イ
．
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐

人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

ウ
．禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
人

エ
．
本
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職

の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

オ
．
日
本
国
憲
法
施
行
日
の
以
後

に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ

の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党

そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は

こ
れ
に
加
入
し
た
人

試
験
日
及
び
試
験
場
／

第
一
次
試
験
（
統
一
教
養
試
験
）

平
成
22
年
９
月
19
日
（
日
）

会
場　

茨
城
大
学

第
二
次
試
験
（
口
述
試
験
及
び
身

体
検
査
）
※
詳
細
は
第
一
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

受
験
手
続
／

　

申
込
用
紙
は
総
務
課
人
事
係
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で

請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒

（
あ
て
先
明
記
、
角
形
２
号
封
筒

に
１
２
０
円
切
手
貼
付
）
と
大
学

卒
、
短
大
卒
、
高
校
卒
を
明
記
し

た
任
意
の
用
紙
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
限
／
７
月
30
日
（
金
）
ま
で

問
合
せ
／
総
務
課 

人
事
係

 

（
内
線
２
３
１
）

〒
３
１
１-

１
３
９
２　

大
洗
町

磯
浜
町
６
８
８
１-

２
７
５

大
洗
町
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

福
祉
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国
保
・
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
の
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

申
請
後
、年
金
事
務
所
が
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

状
況
を
審
査
し
、
承
認
さ
れ
る
と

７
月
か
ら
翌
年
の
6
月
ま
で
の
保

険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
失
業
な
ど
前
年
の
所
得

基
準
で
は
計
れ
な
い
特
別
な
事
情

が
あ
る
場
合
も
、
免
除
の
対
象
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
か
ん

② 

失
業
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
失
業
の
事
実
を

明
ら
か
に
す
る
書
類

③ 

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方

は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

の
前
年
の
所
得
状
況
を
証
明
す

る
書
類
（
社
会
保
険
料
や
医
療

費
控
除
等
の
記
載
さ
れ
て
い
る

住
民
税
課
税
証
明
書
な
ど
）

※ 

転
入
者
以
外
の
方
で
も
所
得
の

申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

◆
免
除
申
請
の
注
意
点

・ 

老
後
に
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年

金
額
は
免
除
期
間
や
免
除
額
に

応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

・ 

全
額
免
除
を
希
望
し
て
も
、
対

象
と
な
る
方
の
前
年
の
所
得
状

況
に
よ
っ
て
は
、
一
部
免
除
や

非
該
当
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・ 
一
部
免
除
の
場
合
は
、
承
認
さ

れ
た
期
間
に
つ
い
て
、
残
り
の

保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
扱

い
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

免
除
さ
れ
た
期
間
は
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
付
（
追
納
）

で
き
ま
す
。
受
給
す
る
年
金
額
を

満
額
に
近
づ
け
る
た
め
、
追
納
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

問
合
せ
／

　

国
保
・
年
金
課
（
内
線
１
５
９
）

専
修
学
校
で
あ
り
大
学
へ
の

編
入
学
の
受
験
資
格
が
得
ら

れ
ま
す

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
高
校

等
卒
業
者
（
若
し
く
は
見
込
者
）

を
対
象
に
農
業
部（
農
学
科
40
名
・

畜
産
学
科
10
名
）、
園
芸
部
（
園

芸
学
科
30
名
）
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。
一
年
生
は
全
寮
制
で
、
二

年
生
は
希
望
入
寮
制
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
農
業
大
学
校
卒
業
者
、

短
期
大
学
等
の
卒
業
者
（
若
し
く

く
ら
し
等

募　
　

集

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て

◎
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）
は
、
前
年
度

の
所
得
に
よ
っ
て
負
担
割
合
が
判

定
さ
れ
る
た
め
、
毎
年
8
月
か
ら

新
し
い
も
の
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
う
す
緑
色

（
大
き
さ
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と

同
じ
）
で
、
７
月
中
に
書
留
郵
便

に
よ
り
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　

配
達
の
際
に
、
お
留
守
だ
っ
た

な
ど
の
理
由
で
保
険
証
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
役
場　

国
保
・
年
金
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
に
未
納
と

な
っ
て
い
る
分
が
あ
る
と
、
有
効

期
限
の
短
い「
短
期
被
保
険
者
証
」

に
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
料
の
納
め
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
の
納
め
方
は
、
次
の
二
と
お
り

が
あ
り
ま
す
。

・ 

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
に
よ
る
納
付
）

・ 

普
通
徴
収
（
納
入
通
知
書
も
し

く
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
）

　

普
通
徴
収
に
該
当
し
、
納
入
通

知
書
（
納
付
書
）
で
納
め
て
い
た

だ
く
方
に
つ
い
て
は
、
7
月
中
に

納
付
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の

で
、
裏
面
に
記
載
さ
れ
た
納
入
場

所
で
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
入
も
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

国
保
・
年
金
課
（
内
線
１
５
７
）

は
見
込
者
）
を
対
象
と
し
て
、
研

究
科
（
作
物
・
園
芸
・
畜
産
の
専

攻
コ
ー
ス
）10
名
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
願
書
の
受
付
期
間

○
推
薦
入
学
（
各
学
科
）

平
成
22
年
10
月
４
日
〜
19
日

○
一
般
入
学
・
前
期
（
各
学
科
）

平
成
22
年
12
月
15
日
〜

23
年
１
月
14
日

○
一
般
入
学
・
後
期
（
各
学
科
）

平
成
23
年
２
月
７
日
〜
25
日

○
研
究
科

平
成
22
年
10
月
４
日
〜
19
日

入
学
試
験
日

○
推
薦
入
学
（
各
学
科
）

平
成
22
年
10
月
29
日

○
一
般
入
学
・
前
期
（
各
学
科
）

平
成
23
年
２
月
１
日

○
一
般
入
学
・
後
期
（
各
学
科
）

平
成
23
年
３
月
４
日

○
研
究
科

平
成
22
年
10
月
29
日

問
合
せ
／
県
立
農
業
大
学
校

☎
（
２
９
２
）
０
０
１
０
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１．実施期間： 平成22年６月28日から平成23年３月末日まで
２．実施区間： 東水戸道路（水戸南～ひたちなか）
３．注意事項
　①　通行方法は従来どおりです。
　・ 一般車両（ETC未装着車）は、料金所で一時停止をし通行券を受け取り、
出口で一時停止をし通行券を係員に渡して下さい。

　・ ETC装着車は、ETCカードを車載器に挿入し料金所を通行して下さい。
　② 　社会実験は全ての自動車（125CC以下の自動二輪車、自転車、歩行者は除く）
　　　が対象となります。
　③　常陸那珂有料道路
　　　（ひたちなか～ひたち海浜公園）
　　　は有料です。

国土交通省
関東地方整備局　常陸河川国道事務所
問合せ／地域広報担当　池田　一壽　
☎240－4061

「
親
子
海
ふ
れ
あ
い
事
業
」

町
営
駐
車
場
無
料
券
の
配
布

　

中
学
生
以
下
（
５
歳
児
以
上
）

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
、
町
営

駐
車
場
の
無
料
券
を
配
布
し
ま

す
。

配
布
枚
数
／
実
世
帯
に
２
枚

対
象
駐
車
場
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

駐
車
場

使
用
期
間
／
７
月
17
日
（
土
）
〜

8
月
22
日
（
日
）

配
布
方
法
／
①
町
内
の
小
中
学
校

に
在
学
す
る
世
帯
は
、
学
校
を
通

じ
て
配
布
。
②
町
内
の
幼
稚
園
、

保
育
所
（
園
）
に
所
在
（
園
）
す

る
世
帯
は
、所
園
を
通
じ
て
配
布
。

③
町
内
在
住
で
幼
稚
園
、
保
育
所

（
園
）
に
在
所
（
園
）
し
な
い
世

帯
及
び
町
外
の
小
中
学
校
、
幼
稚

園
、保
育
所
（
園
）
に
在
所
（
園
）

す
る
世
帯
は
、
商
工
観
光
課
で
配

布
。

問
合
せ
／
商
工
観
光
課

（
内
線
３
３
３
）

夏
期
有
料
駐
車
場
の
開
設

有
料
期
間
／
７
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

〜
８
月
22
日
（
日
）

問
合
せ
／
（
一
社
）
大
洗
観
光
協
会

　

☎
（
２
６
６
）
０
７
８
８

　

商
工
観
光
課
（
内
線
３
３
３
）

第　

回
百
里
基
地
航
空
祭

日
時
／
７
月
25
日
（
日
）

　
　

９
時
〜
14
時
30
分

内
容
／
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
展

示
飛
行
、
基
地
所
属
航
空
機
等
の

飛
行
及
び
地
上
展
示
、
各
種
装
備

品
の
地
上
展
示

主
催
（
共
催
）
／
航
空
自
衛
隊
百

里
基
地
百
里
、
基
地
周
辺
市
町
協

力
会
、
百
里
基
地
後
援
会

後
援
／
百
里
基
地
航
空
懇
話
会

そ
の
他
／
基
地
内
駐
車
場
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。
Ｊ
Ｒ
石

岡
駅
及
び
羽
鳥
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
（
有
料
）
し
ま
す
。

　

基
地
周
辺
道
路
に
お
い
て
、
一

部
通
行
規
制
が
あ
り
ま
す
。
交
通

渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
茨

城
空
港
ご
利
用
の
航
空
機
搭
乗
者

の
方
は
、
十
分
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
お
越
し
下
さ
い
。

　

当
日
及
び
事
前
飛
行
訓
練
に
お

い
て
は
、
騒
音
等
に
よ
り
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、何
卒
、

ご
理
解
の
上
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
／
百
里
基
地
広
報
班

☎
０
２
９
９
（
５
２
）
１
３
３
１

（
内
線
２
５
８
７
）

●駐車料金

区　分 サンビーチ 大洗海岸

大　型　車 3,000円 2,390円

中　型　車 1,300円 　990円

普　通　車 1,000円 　780円

二輪・原付 　400円 　320円

―東水戸道路高速道路無料化社会実験についてー
【通行方法は従来どおりです】

27

東水戸道路

水戸南↔ひたちなか

北関東自動車道 友部JCT 茨城町JCT

水戸

友部 茨城町西 茨城町東

岩間

友部SA
スマート

茨城空港北

東
関
東
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

水戸南 水戸大洗

ひたちなか
東水戸道路

高速道路無料化社会実験区間

ひたち海浜公園
常陸那珂有料道路

高速道路無料化社会実験区間
有料区間
有料区間（茨城県道路公社）

「ひたちなか」から先有料です
（普通車の場合100円）
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総
務
省
が
開
催
す
る
無
料

の
受
信
相
談
コ
ー
ナ
を
役
場

ロ
ビ
ー
に
開
設
い
た
し
ま

す
。

　

受
信
相
談
コ
ー
ナ
で
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
情
報

を
提
供
す
る
と
共
に
、

子
育
て
・
教
育

親
と
子
ど
も
の
相
談
室

『
す
く
す
く
な
ぎ
さ
』

相
談
日
／
毎
週
月
曜
〜
金
曜（
土
・

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み

で
す
。）

時
間
／
10
時
〜
19
時

場
所
／
大
洗
町
漁
村
セ
ン
タ
ー　

１
階
〈
中
央
公
民
館
内
〉

※
専
門
の
先
生
方
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

★
特
別
相
談
日
は
、大
学
教
授（
臨

床
心
理
士
）・
臨
床
心
理
士
・
元

生
徒
指
導
相
談
員
の
専
門
の
先
生

方
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
／
大
洗
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
６
７
）
５
１
１
１

（
内
線
３
９
０
）

７
月
の
特
別
相
談
日

９
日
（
金
）、
14
日
（
水
）、

23
日
（
金
）、
28
日
（
水
）

８
月
４
日
（
水
）

　

な
ど
、
ご
自
宅
や
お
住
ま

い
の
地
域
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
受
信
す
る
た
め
の
具

体
的
な
質
問
に
直
接
お
答
え

し
ま
す
。
当
日
直
接
、
役
場

ロ
ビ
ー
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

★ 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は

い
く
ら
掛
か
る
の
？

★ 

今
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を

そ
の
ま
ま
使
っ
て
見
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

★ 

ア
ン
テ
ナ
は
交
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
？

開設日：7月27日～7月28日
開設時間：午前９時45分～午後４時15分

【相談コーナの問い合わせ先】
　総務省茨城県テレビ受信者支援センター
　（デジサポ茨城 相談会グループ）
　電話029－303－2601　平日９～18時
【地デジ受信の電話相談受付】
　地デジコールセンター　0570－07－0101
　地域電話相談窓口　029－307－0101
　平日９～21時、土日祝９～18時

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

受
信
相
談
コ
ー
ナ
を
開
設
し
ま
す

受
信
相
談
コ
ー
ナ
を
開
設
し
ま
す

　大洗町では、お子さんを公立・私立幼稚園に就園させて
いる保護者に対し、経済的負担を軽減するために、世帯の
町民税の所得割額に応じて保育料の援助を行っております。
〈公立幼稚園支給額（年額）〉

区　　分

１人就園
の場合及
び同一世
帯から２
人以上就
園してい
る場合の
最年長者

（第１子）

同一世帯
から２人
以上就園
している
場合の次
年長者

（第２子）

同一世帯
から３人
以上就園
している
場合の左
以外の園
児

（第３子以降）

小学校１
～３年生
の兄・姉
を１人有
し て お
り、就園
している
場合の最
年長者

（第２子）

小学校１
～３年生
の兄・姉
を１人有
しており、
就園して
いる場合
の左以外
の園児

（第３子以降）

生活保護世帯

20,000円 49,000円 78,000円 35,000円 78,000円町民税非課税世帯

町民税所得割非課税世帯

〈私立幼稚園支給額（年額）〉

問合せ／学校教育課（内線358）

区　　分

１人就園
の場合及
び同一世
帯から２
人以上就
園してい
る場合の
最年長者

（第１子）

同一世帯
から２人
以上就園
している
場合の次
年長者

（第２子）

同一世帯
から３人
以上就園
している
場合の左
以外の園
児

（第３子以降）

小学校１
～３年生
の兄・姉
を１人有
し て お
り、就園
している
場合の最
年長者

（第２子）

小学校１
～３年生
の兄・姉
を１人有
しており、
就園して
いる場合
の左以外
の園児

（第３子以降）

生活保護世帯・
町民税非課税世帯 220,000円 260,000円 299,000円 240,000円 299,000円

町民税所得割
非課税世帯 190,000円 245,000円 299,000円 218,000円 299,000円

町民税所得割課税額
34,500円以下の世帯 106,000円 203,000円 299,000円 155,000円 299,000円

町民税所得割課税額
183,000円以下の世帯  43,600 円 172,000円 299,000円 108,000円 299,000円

幼稚園就園奨励費補助金の
支給について

幼稚園就園奨励費補助金の
支給について
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「第50回記念　水戸黄門まつり」（水戸市）
花火大会　※雨天時は13日（金）に延期します。
日　時／８月６日（金）19：30～
会　場／千波湖
水戸黄門パレード・山車フェスティバル等
期　日／８月７日（土）、８日（日）
会　場／上市（水戸中央郵便局前～大工町交差点間）
　　　　 下市（本町１丁目～本町３丁目間）、水戸芸術館広場等
問合せ／ 水戸黄門まつり実行委員会（水戸観光協会内）☎224 - 0441

「ひたちなか市夏のイベント」（ひたちなか市）
阿字ヶ浦・平磯海水浴場海開き
期　間／７月17日（土）～８月22日（日）
姥の懐マリンプール開設
期　間／７月17日（土）～８月25日（水）
第１６回阿字ヶ浦海岸花火大会
会　期／８月２日（月）
場　所／阿字ヶ浦海岸
第23回那珂湊海上花火大会
会　期／８月５日（木）
場　所／那珂湊漁港
ROCK IN JAPAN FES.2010
期　間／８月６日（金）～８月８日（日）
場　所／国営ひたち海浜公園
第１６回ひたちなか祭り花火大会
会　期／８月21日（土）
場　所／勝倉地区
問合せ／ ひたちなか市 観光振興課　☎273 - 0111（内線1347）

「第32回東海まつり」（東海村）
東海まつり（イベント）
期　日／８月７日（土）※雨天時等は８月８日（日）に順延。
会　場／ＪＲ東海駅東大通り
花火大会
期　日／８月８日（日）※雨天時等は延期。
会　場／阿漕ヶ浦公園
問合せ／東海まつり実行委員会事務局　☎283 - 2141

と な り の ま ち か らと な り の ま ち か ら

役場窓口時間延長のお知らせ
＜７月中旬～８月上旬＞

　次の日程で住民課・税務課・会計課の業務
時間を午後６時 30分まで延長しています。
どうぞご利用下さい。

　◆7月14日（水）　◆7月21日（水）
　◆7月28日（水）　◆8月   4 日（水）

心
配
ご
と
相
談

相
談
日
／
８
月
11
日
（
水
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

今　月　の

納　

期

国民健康保険税（第１期）
介護保険料（第１期）
長寿（後期高齢）
医療保険料（第１期）
固定資産税（第２期）

納期は８月２日（月）
までです。

町の人口と世帯
（５月末現在）

人　口　　18,323人 （－５）

　男　　　　9,039人 （＋１）

　女　　　　9,284人 （－６）

世帯数　　7,023世帯 （＋16）

 （前月比較）

●大洗文化センター● ☎266-2442
月 日 曜 催　事　内　容 開始時間 開催場所 入場方法

７ 18 日 バレエ発表会
（バレエ・エトワール） 9:00 ホール 一　般

中
央
公
民
館 

図
書
室

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜
16
時
30

分休
室
日
／
毎
週
月
曜
日 

新
着
本
／
「
お
た
ふ
く
」
山
本
一

力 

著 

／
「
何
と
か
な
る
さ
！
マ

マ
は
宇
宙
へ
行
っ
て
き
ま
す
」
山

崎
直
子 

著

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

関
根
智
恵
子
さ
ん

※
県
立
図
書
館
か
ら
貸
出
用
の
本

３
０
０
冊
が
入
り
ま
し
た
。

特
設
人
権
相
談

日
時
／
７
月
15
日
（
木
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所
／
役
場
３
階
会
議
室

相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
／
町
長
公
室

　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

○ 

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
１
０
０
本

（
12
万
円
相
当
）

　

大
洗
町
の
観
光
宣
伝
の
た
め

　

藤　

竜
太
郎

○
金
13
万
８
、９
０
０
円

　

社
会
福
祉
事
業
の
一
部
と
し
て

　

清
水　
　

實

　

清
水　

浩
明

○
消
防
用
無
線
機
１
台

　

大
洗
町
消
防
事
業
の
た
め

　
（
17
万
円
相
当
）

　

倉
持　

栄
保

相　

談

相　

談
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　６月１日より「幕末と明治の博物館」が大洗町営となって新体制でスタートしました。

　「幕末と明治」の名称が示す通り博物館は、幕末から明治にかけての書や書簡、美術工芸品などを600点以

上所蔵している歴史博物館です。大洗町では、（財）常陽明治記念会から寄付を受けた建物や資料を活かす形で、

博物館施設や所蔵資料等を展示公開していくことを基本としながら、「森林浴の森日本100選大洗の松林」、「日

本の白砂青松100選」の自然の魅力を更に高め、博物館施設と敷地内の松林の相乗効果を推進して、大洗町

の大きな一つの観光文化施設として運営をしていくことになりました。

　博物館の建物は、昭和初期に建設され国の登録文化財にもなっている聖像殿や別館展示室、平成９年に増築

された新館で構成されています。新館では幕末から明治にかけての歴史の流れをわかり易くご覧いただける映

像ホールや幕末から明治にかけての「歴史の潮流」「人物像」をグラフィックパネルやジオラマ、データベース

などでご覧いただける総合展示室などがあります。

　別館には主に皇室御下賜品を展示している常設展示室１、志士達の書や書簡を展示している常設展示室２、

美術工芸品を展示している企画展示室１、近代教育資料や地元大洗の資料を展示している企画展示室２の４つ

の展示室があります。

　現在はＮＨＫ大河ドラマ「龍馬伝」に登場している坂本龍馬や武市半平太、平井収二郎などの書簡や絵、書

などを展示しています。幕末を駆け抜けた志士達の筆あとに触れて、激動の時代に生きた人々に思いを馳せて

みてはいかがでしょうか。去る６月７日にはNHKテレビで午後６時20分「ニュースワイド茨城」、午後８時

45分「茨城ニュース845」でも当博物館が紹介されました。

　また、博物館の野外施設としての松林は、緑の自然が体感できる「大洗キャンプ場」として多くの人に親し

まれ、利用されています。さらに、敷地内には記念碑や銅像が点在しています。松林を散策がてら、ぜひ博物

館へ足をお運び下さい。当博物館では、大洗町営移管となったことに伴い、町民無料招待期間を設定しました

ので、皆様のご来館をお待ち致しております。

【アクセス】駐車場に限りがあるため、できる限り公共交通機関などをご利用下さい。

　大洗海遊号：「幕末と明治の博物館入口」で下車、大洗駅より約６分、約１時間に１本。

　大貫・夏海方面の町民の方は、じんぐりバスなっちゃん号と海遊号をご利用下さい。

　問合せ／幕末と明治の博物館　☎267－ 2276

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

幕末と明治の博物館へ行ってみよう！幕末と明治の博物館へ行ってみよう！幕末と明治の博物館へ行ってみよう！幕末と明治の博物館へ行ってみよう！

大洗町町民　博物館無料招待確認カード（コピー可）
◎無料招待期間　　広報おおあらい７月号の発行日～７月31日まで

◎お名前 　　　　　　　　　　　　　　　◎ご年齢　　　　　歳　◎ご家族　　　　　名

◎ご住所　大洗町 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
・お一人様一枚が原則ですが、ご家族の場合には代表者が記入の上、切り取って当博物館の受付へお持ち下さ
るようお願い致します。
・当博物館は有料施設として運営しておりますので、一般の入館者との区分のため「無料招待確認カード」で
大洗町民であることを確認させていただきたいと思います。
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

改修中の JMTR　太陽光発電でエコ導入改修中の JMTR　太陽光発電でエコ導入
　大洗町にある独立行政法人日本原子力研究開発機構大洗研究開発センターに設置されている材料試験炉

JMTR（改修のため停止中）は、居室建家に太陽光発電システムを導入し、平成22年 2月より本格的に発電

を開始しました。こうした試みは、国内の試験研究用原子炉施設において初めてとなります。

　国内唯一の原子力の総合的な研究開発機関として原子力に関する幅広い事業に取り組んでいる原子力機構の

中でも材料試験炉は、昭和43年の初臨界以来、原子力発電に必要な燃料、材料の中性子照射試験を行ってき

ましたが、平成18年をもって一旦運転を停止し、平成23年度の再稼動に向けて改修を進めています。

　今回の事業は、再稼動に向けた新たな試みの一つとして材料試験炉に新エネルギーを導入する目的で、一般

社団法人新エネルギー導入促進協議会の「地域新エネルギー等導入促進事業」の公募補助金を活用して行われ、

建家の屋上に太陽電池モジュールを480枚設置し100kWの太陽光発電を可能にしたものです。

　材料試験炉は照射試験に特化した原子炉であるために原子力による発電は行っておらず、運転のために必要

な電力は全て外部から供給されています。今回、太陽光発電システムで生み出された電気により、材料試験炉

の管理を行うオフィス部分の昼間の電力を賄います。このたび国内の試験研究用原子炉施設として初めて太陽

光発電システムを導入したことで、太陽光発電システムの普及・推進に大きく貢献することが期待されます。

いよいよオープン間近！「科学と水のきらきらパーク」
　大洗わくわく科学館広場に隣接する場所において、原

子力を含めた科学について、水を通じて体験する屋外体

験型展示設備として、大洗研究開発センターにある原子

炉を模擬した展示設備が、７月17日（土）にオープン

する運びとなりました。 

　当日は、小谷町長をはじめ、大洗研究開発センター関

係者及び愛称を命名してくれた大洗町の小学生などを招

待して記念式典が開催され、その後一般公開します。

問合せ／日本原子力研究開発機構大洗研究開発センター
　　　　地域交流課　☎267－2494
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じっちさん、ばっぱさん聞き歩き大百科じっちさん、ばっぱさん聞き歩き大百科

ちょこっと紹介②！！ちょこっと紹介②！！

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ
スポーツ広場（無料）

日時／７月  ９日（金）19：00～ 21：00

　　　７月 23日（金）19：00～ 21：00

場所／祝町小体育館・一中体育館

夢town大洗スポーツクラブ事務局

大洗町成田町1626  TEL・FAX　267-1515

受付時間　火曜日から土曜日　８：30～17：00

「貝あわせ」　　　7/28 「ヨット」　　　7/11、7/25、8/8 
「ボディボード」　7/18、8/21 「サーフィン」　7/24、7/30、8/11、8/20
「シーカヤック」　8/22
問合せ　　ＮＰＯ法人大洗海の大学　ＴＥＬ029-266-3322　ＦＡＸ029-267-5417
　　　　　　Ｅ -mail　umi@anco-oarai.org 　ＵＲＬ　http://anco-oarai.org

７・８月の開催案内

　今月も「聞き歩き大百科」に登場された方を紹介します。今
月は、“いさばや”（水産加工屋）で育ち結婚し夫婦で魚屋を始
めた、今関みよさん。改めて話を伺った中の一部を紹介します。
「“いさばや”（水産加工屋）での私の役割は“じはしり”。女工
さん（アルバイト）を雇っていたので、女工さんが効率よくで
きるよう下処理をする仕事。魚を箱から出してゆすいで運んだ
り、串に刺してもらった魚を干すために浜まで持っていったり。
繰り返し作業で重労働でしたよ。我慢、我慢で続けた、あの積
み重ねがあって今があるんです。」
　「魚屋を子どもに譲った日、北海道へ出向する船をものすご
い泣いて見送ったの。それまで見送りなんてしたことない。な
んであんなに泣いたのか今でも不思議。」
　85歳を過ぎた今でも、心身ともに元気で、アイデアを出し
続け様々な活動をされているため、思い出話に留まらず現在の日本の情勢まで話題に上がりました。
　「聞き歩き大百科」では、上記の“いさばや”時代、魚屋での忙しい日々のほか、親のしつけのことなど
が掲載されています。本をご希望の方、ご興味のある方は、下記までご連絡ください。

ゴルフ教室

日時／８月４、11、18、25日（毎週水曜日）

　　　19：00～ 21：00

場所／大洗マリンゴルフ

料金／会　員　2,000 円

　　　非会員　3,000 円（保険代含む）

第１９回大洗町民ゴルフ大会

開催日／８月 23日（月）

場　所／大洗ゴルフ倶楽部

プレー費／ 10,000 円（昼食代別）

参加費／ 1,000 円

申込受付／７月 22日（木）・23日（金）

　　　　中央公民館２F　生涯学習課前ロビー

受付時間／８：30～ 17：00
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６
月
８
日
、
中
国
山
東
省
威

海
市
よ
り
、
市
政
府
幹
部
、
及

び
、
民
間
企
業
社
長
が
大
洗
町

の
視
察
及
び
表
敬
訪
問
の
た
め

来
町
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
マ

リ
ン
タ
ワ
ー
な
ど
を
見
学
し
た

後
、
役
場
庁
舎
に
訪
れ
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
大
洗
町
に

と
っ
て
今
後
の
経
済
的
及
び
文

化
的
に
大
き
く
発
展
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　　

威
海
市
は
山
東
半
島
の
一
番

東
に
位
置
し
て
い
る
中
国
の
有

名
な
港
湾
、観
光
都
市
で
あ
り
、

山
東
省
に
お
い
て
海
外
企
業
の

進
出
、
国
際
貿
易
の
拠
点
と
し

て
発
展
し
て
い
る
地
域
で
す
。

【訪問者】威海市商務局　王
おう

銅　副局長　（前列左より２番目）
威海華東數控股係有限公司　湯

たん

世賢　薫事長　（前列左）
通訳　威海遠大国際経済技術合作有限公司職員　郭

かく

氏　（後列左）

中
国
山
東
省
威い

海か
い

市
よ
り
表
敬
訪
問

　毎週月曜日の午前９時 30分から午前 11時
30分に役場１階フロアにおいて、健康チェック
を実施しています。
　地域包括センターの職員が、血圧や体脂肪、骨格
筋率などを測定し皆さんの健康状態を分析します。
　いつまでも健康な体でいるためにも、自分の健
康状態を知ることは大切なことです。チェックは
無料ですので、役場にお立ち寄りの際にはお気軽
にご利用ください。

　大洗町地域包括支援センターは、町の委託事
業として一人暮らしの高齢者の方や、ご夫婦だ
けの老々世帯の状況確認の為、電話や訪問など
をしております。健康や介護、医療や生活全般
のご相談にも応じております。
問合せ／大洗町地域包括支援センター
　　　　☎267-4100（シルバー人材センター2階）

― 大洗町地域包括支援センター ―― 大洗町地域包括支援センター ―
毎週月曜日は健康チェック毎週月曜日は健康チェック

　

住
宅
地
図
な
ど
を
手
掛
け
る
㈱

ゼ
ン
リ
ン
と
大
洗
町
は
、
６
月
15

日
「
大
洗
町
く
ら
し
の
便
利
帳
」

の
協
働
発
行
の
協
定
を
結
び
ま
し

た
。

　

町
の
転
入
出
や
印
鑑
登
録
な
ど

窓
口
で
の
各
種
行
政
手
続
き
方
法

な
ど
の
行
政
情
報
や
、
観
光
・
福

祉
・
医
療
・
防
災
な
ど
の
住
民
生

活
に
必
要
な
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

官
民
協
働
で

官
民
協
働
で

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」を
発
行

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」を
発
行

大洗
トピックス
大洗大洗

トピックストピックス

協定に調印した前岡功成㈱ゼンリン首都圏支社長（左）と小谷町長

　

制
作
費
用
は
広
告
収
入
で
賄

う
た
め
、
町
の
財
政
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

大
洗
町
く
ら
し
の
便
利
帳

は
、
Ａ
４
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
70

ペ
ー
ジ
以
内
で
作
成
し
、
約

１
万
部
を
発
行
し
ま
す
。
11
月

頃
に
は
町
内
会
を
通
じ
て
全
戸

配
布
す
る
と
と
も
に
、
転
入
者

に
も
随
時
配
布
す
る
予
定
で
す
。
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想随 想随　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

今
朝
も
元
気
に
地
域
の
方
々
に
爽
や
か
な
挨
拶
を
交
わ
し

な
が
ら
高
校
に
向
か
っ
て
い
る
の
は
大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
部
の
生
徒
達
で
す
。
そ
の
生
徒
達
は
、
町
が
手

当
て
し
た
寮
（
男
子
９
名
・
女
子
30
名
）
で
生
活
を
送
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
大
洗
高
校
が
創
立
し
た
の
が
昭
和
49
年
、
今
か

ら
36
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
当
時
を
振
り
返
る

と
、
県
立
高
校
を
地
元
に
誘
致
す
る
た
め
の
条
件
は
、
敷

地
を
県
に
寄
付
す
る
こ
と
で
し
た
。
悲
願
で
あ
る
県
立
高

校
誘
致
に
地
域
全
体
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
町
執
行
部

と
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
情
熱
を
燃
や
し
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
長
峰
の
地
を
選
定
し
た
上
で
地
権
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
で
、
用
地
買
収
に
あ
た
り
貴
重
な
土
地

を
ご
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
県
に
寄
付
す
る
こ
と
で
県
立

高
校
の
誕
生
を
見
た
の
で
す
。

　

開
校
当
時
は
地
元
の
皆
さ
ん
も
誘
致
運
動
に
取
り
組
ん

だ
環
境
も
あ
り
、
地
元
の
生
徒
の
占
め
る
割
合
も
非
常
に

高
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
元
気
一
杯
の
大
洗
高
校
づ
く

り
に
も
自
然
と
熱
が
入
っ
て
、
土
曜
・
日
曜
の
度
に
行
わ

れ
る
野
球
の
練
習
試
合
な
ど
に
は
、
い
つ
も
地
域
の
方
々

や
保
護
者
が
大
応
援
団
と
な
っ
て
グ
ラ
ン
ド
の
土
手
を
埋

め
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
地
域
に
根
差
し
た
環

境
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
全
国
に
名
を
轟
か
す
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
も
、
開
校
10
年
目
で
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
を
結
成

し
、
一
時
は
80
名
の
大
編
制
で
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
し

　

大
洗
町
長　

小
谷
隆
亮　

頑
張
れ
大
洗
高
校

か
し
、
生
徒
数
が
だ
ん
だ
ん
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
編
制
の
姿
も
薄
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て

全
国
か
ら
大
洗
高
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
を
目
指
し
た
い
生
徒

を
受
け
入
れ
る
べ
く
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
平
成
20
年
度
よ

り
全
国
各
地
か
ら
大
洗
高
校
に
入
学
出
来
る
環
境
と
な
り

ま
し
た
。

　

県
教
育
員
会
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
第
２
次
県
立
高

校
の
統
廃
合
再
編
整
備
の
取
り
組
み
を
始
め
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
大
洗
高
校
が
そ
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
思
い
を
校
長
先
生
は
じ

め
諸
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
後
援
会
が
一
体
と
な
っ
て
力
を

注
い
で
、
20
年
度
以
降
の
入
学
者
数
は
徐
々
に
増
え
て

き
て
お
り
ま
す
。
21
年
度
は
96
名
、
22
年
度
は
１
０
０
名

が
入
学
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
平
成
23
年
度
に
お
い
て
も

１
０
０
名
を
超
え
る
生
徒
を
是
非
と
も
確
保
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

誘
致
時
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
情
熱
を
燃
や
し
た
あ

の
当
時
の
熱
き
思
い
を
も
う
一
度
盛
り
上
げ
て
、
地
域
に

根
差
し
た
高
校
と
し
て
１
人
で
も
多
く
の
子
供
た
ち
が
大

い
な
る
夢
を
持
っ
て
大
洗
長
峰
の
学
び
舎
で
学
び
、
立
派

に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域

の
皆
様
方
と
力
を
合
わ

せ
て
誇
れ
る
学
校
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
し
ょ
う
。

　

頑
張
れ
大
洗
高
校
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間

　

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た

め
、
７
月
を
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
強
調
月
間
と
し

て
、
全
国
的
な
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

　

大
洗
町
で
は
、
今
年
も
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委

員
会
」
が
中
心
と
な
り
、
大
洗

駅
な
ど
街
頭
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
配
布
を
行
い
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く

り
に
向
け
た
啓
発
活
動
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大洗町連合女性会が大洗町連合女性会が

海岸環境美化で表彰海岸環境美化で表彰

　６月１日、宮城県仙台市において開
催された、平成22年度海岸功労者表
彰において、大洗町連合女性会が㈶全
国海岸協会より表彰を受けました。
　大洗町連合女性会は、20年以上の
永きに亘り、サンビーチ海岸や大洗海
岸（メヒコ付近～水族館）等の海岸美
化活動の推進や協働のまちづくりに協
力され、その功績が称えられました。
　また、小谷町長から日頃の活動に対
しての謝意と感謝状
が贈呈されました。

【
今
年
の
行
動
目
標
】

① 

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

② 

犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ

う
地
域
社
会
で
支
え
よ
う

③ 

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地

域
社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
協
力
し
よ
う

大洗町保護司会会長清宮さん（中央）と
大洗町更生保護女性会会長大山さん（右）から
法務大臣メッセージを受ける小谷町長
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まちのできごと　クローズアップ

　春季町民野球大会が、５月９日・16日、
23日に町総合運動公園で開催され、22チー
ムが参加して熱戦を繰りひろげました。

【大会結果】
優　　　勝　ラバーズ
準　優　勝　ガラパゴス
第　３　位　ヤミ―ズ／おぶじぇ
最優秀選手賞　後藤　浩気（ラバーズ）
敢　闘　賞　堀江　友樹（ガラバゴス）
打　撃　賞　市毛　祥平（ラバーズ）

第 35回春季町民野球大会
ラバーズ　春３連覇！

　第24回潮来トライアスロン全国大会が、５月30日
（日）、潮来市の常陸利根川周辺で開催され、県内外から
大勢のアスリートが体力の限界に挑戦しました。
　大洗町からは、ゆっくら健康館メンバーの関美華さん
が一般女子で５位（年齢別1位）と健闘し、また、チー
ムトライアル一般の部では、大洗ゆっくら館チーム（植
田さん、福田さん）が５位入賞を果たしました。

第２４回潮来トライアスロン全国大会
ゆっくら健康館健闘！

　５月８日、９日の２日間、県立大洗高校及び大洗第
一中学校体育館を会場に大洗町近郊中学校バスケット
ボール大会が開催されました。
　大洗近郊の中学校より男女それぞれ12チームが参
加し、２日間にわたり熱戦が繰り広げられました。
【結果】

第 14回大洗町近郊中学校
バスケットボール大会 ３

位
一
中
学
校

第一中学校 南中学校

男　子 ９位 ８位

女　子 ３位 ４位

４
位
南
中
女
子

バイクで力走する関選手
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　大洗町在住の外国人の交通知識の向上のため、中
国人研修生など約130名を対象に、６月６日、大
洗文化センター東側駐車場において交通安全教室が
開催されました。
　水戸警察署の指導のもと、模擬コースを使用して、
自転車の点検の仕方や十字路交差点での二段階右折
の方法等交通マナーの実践練習などを行い、慣れな
いことに戸惑いつつも、交通マナーを守ることの大
切さを学びました。

交通マナーの向上を目指して
「外国人交通安全教室」を開催

　５月のサタモン（サタデー文殊塾）では、グレープフルー
ツゼリーとスコーン作り教室を、文殊塾登録の大内さんのご
指導により、１０組の親子が手作りお菓子を協力して作りま
した。参加者は「お父さんにも食べさせたいね。」などと会話
を弾ませながら、お菓子作り体験をとても楽しんでいました。
　また、今大人気のストーンデコ教室を小泉さんのご指導で
実施しました。28名の子ども達はたのしそうにキラキラの
デコレーションストーンを缶に飾り付けて、自分だけの小物
入れを手作りしました。
　サタモンでは、7月に陶器づくり教室や手づくりお菓子作
り教室。8月には絵てがみ教室、押し花教室、ちぎり絵教室
を予定しています。皆さんのご参加をお待ちしております。
　詳しくは、生涯学習課（内線359）まで。

５月のサタモンで「ゼリーとスコーン」と
「ストーンデコの小物入れ」作りを体験！

　５月から役場内にＡＥＤが設置され、適切な救命
処置の技術を身に付けて救命率の向上に繋げよう
と、町災害対策機動班は、去る５月24日、消防本
部において普通救命講習を受講し、熱心に救急救命
士等から心肺蘇生法や、ＡＥＤ（自動体外式除細動
器）の使い方を学び有事の際に備えました。
　消防署では、災害対策機動班の受講を皮切りに、
今後も町職員が救命処置の技術を学べる態勢を整え
ていきます。

町災害対策機動班が
救命処置学ぶ

ストーンデコ教室

グレープフルーツゼリーと
スコーン作り教室
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近澤　拓
たく

弥
や

くん（前）・遼
りょう

祐
すけ

くん

（大貫町 平成21年12月生まれ・平成16年9月生まれ）
お父さん　佳隆さん　お母さん　成美さん
「お兄ちゃんが大好きな拓弥です。二人仲良く元気に育ってね。」

関根　悠
ゆう

真
ま

くん

（大貫町  平成21年12月生まれ）
お父さん　薫さん　お母さん　真理子さん
「毎日違った表情を見せ、楽しませてくれる悠真。元気に成長してね！」

「うちのペット自慢」「うちのペット自慢」

～自慢のペット写真募集中！～～自慢のペット写真募集中！～
【申込方法】直接又は郵送、電子メールにより
必要事項を記載し、下記までお申込みください。
【必要事項】
①飼い主さんのお名前、住所、連絡先
②ペットの名前、種別、性別、年齢
③紹介コメント（５０字程度）
【注意事項】
・写真は１枚のみ
・ 画質、サイズはこちらで調整させていただきます
ので、あらかじめご了承ください。
申込み・問合せ
住　所／〒311-1392
　　　　大洗町磯浜町6881-275
　　　　大洗町役場 町長公室 広報係
TEL／ 029（267）5111（内線212）
E-mail：koushitsu@town.oarai.ibaraki.jp

磯浜町・相沢さん宅の
ポロン

（ポメラニアン・オス・３才）

家の中ではわんぱくすぎるのに外では臆病で大好き
なお散歩も途中でだっこしてもらってます。

　

元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
９
月
、
諸
生
の
乱
の
戦
い
の
場
と
な
り
磯

浜
村
、
大
貫
村
、
祝
町
の
街
並
み
の
大
部
分
が
焼
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
で
は
武
士
だ
け
で
な
く
、
水
戸
藩
領
内
の
町
人
、
神
官
、
僧

侶
等
々
の
人
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
磯
浜
村
、
大
貫
村
、
祝
町
の
住
民

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
庄
屋
、
二
十
分
一
役
、
組
頭
等
の
役
付
と
共

に
一
般
の
人
達
も
、
五
十
数
人
が
天
狗
派
と
諸
生
派
に
分
か
れ
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
乱
の
原
因
は
、
藩
内
に
お
い
て
長
い
間
く
す
ぶ
り
続
け
た
上
級

武
士
と
下
級
武
士
と
の
意
見
の
対
立
が
根
底
に
有
り
ま
す
。

　

は
じ
め
の
頃
は
、
立
原
翠
軒
と
そ
の
門
弟
藤
田
幽
谷
と
の
学
問
上
の
論

争
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
妥
協
出
来
な
い
対
立
関
係
に
発
展
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
万
延
元
年
（
１
８
６
０
年
）
隠
居
し
て
い
た
前
藩
主
斉
昭
が
水

戸
城
内
で
病
死
し
て
か
ら
、
現
藩
主
慶
篤
は
政
治
を
家
臣
ま
か
せ
に
し
て

い
た
為
に
、
政
権
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
天
狗
派
（
攘
夷
急
進
派
）
と
諸

生
派
（
保
守
佐
幕
派
）
の
対
立
が
激
化
し
、政
権
の
争
奪
が
繰
り
返
さ
れ
、

藩
政
は
極
度
に
混
乱
し
ま
し
た
。

元
治
元
年
三
月
二
十
七
日
、
急
進

派
は
攘
夷
の
実
行
を
求
め
、
烈
公

の
神
位
を
担
ぎ
、
武
力
で
の
決
起

に
至
り
ま
し
た
。
藤
田
東
湖
の
子

供
で
藤
田
小
四
郎
他
、
同
士
の
者

六
十
三
名
と
共
に
筑
波
山
で
旗
揚

げ
を
挙
行
、
こ
の
集
団
を
筑
波
勢

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
行
動
を
開
始

す
る
と
近
隣
、
領
外
か
ら
攘
夷
を

め
ざ
し
た
同
志
が
続
々
と
集
結

し
、
大
集
団
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。（
大
洗
町
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　

卜
部
一
雄
）

大
洗
町
に
お
け
る
幕
末
維
新
期
の

天
狗
、
諸
生
の
乱　

１

大
洗
町
の
歴
史
を
見
つ
め
て
41

今も残る水戸城の薬医門
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永
町
六
区　

鬼
澤　

の
ぶ
子

〔
評
〕
万
人
に
於
て
共
通
な
の
は
年
を
重
ね
る
事
、
必
ず
し
も

健
康
体
と
は
限
ら
な
い
。
先
ず
精
神
的
健
康
が
第
一
。

風
を
受
け
黄こ

が
ね金
の
う
ろ
こ
光
ら
せ
て
眞
一
文
字
に
詠
ぐ
鯉
の
ぼ
り

寺
釜
九
区　

三
村　

住
江

〔
評
〕
鯉
の
滝
登
り
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
月
五
日

の
勇
壮
な
景
は
日
本
古
来
の
も
の
か
。

傘
を
持
つ
か
否
か
と
迷
い
出
で
来
し
に
冷
た
き
春
の
雨
降
り
出
づ
る

永
町
六
区　

笹
目　

孝
子

〔
評
〕
手
荷
物
は
と
か
く
厄
介
で
あ
る
。
迷
っ
た
あ
げ
く
の
持

参
は
、
む
し
ろ
効
を
奏
し
た
と
い
う
歌
。

軒
下
の
巣
に
翻

ひ
る
が
えり
ひ
る
が
え
る
二
羽
の
燕
の
低
空
飛
行  

新
町
十
区　

打
田　

照
子

〔
評
〕
燕
の
巣
作
り
、
も
し
く
は
、
燕
へ
の
餌
や
り
そ
の
い
ず

れ
で
も
よ
い
。
よ
く
見
か
け
る
状
景
の
で
あ
る
。

碧
空
の
梢
の
若
葉
萌
え
そ
め
て
欅
の
諸
葉
は
勢き

お

え
る
如
し

新
町
二
区　

高
崎　

夫
左
江

〔
評
〕
春
か
ら
夏
へ
と
落
葉
樹
の
大
木
の
生
長
は
、
目
に
見
え

て
力
が
あ
る
。「
勢
え
る
如
し
」
と
促
え
た
と
こ
ろ
が
よ
い
。

人
の
名
の
記
憶
も
う
す
れ
拙

つ
た
な
く
も
短う

た歌
詠
む
老
い
の
吾
と
な
り
し
か

永
町
二
区　

田
山　

り
ゑ

〔
評
〕
長
寿
国
日
本
は
い
い
と
し
て
、
人
は
齢

よ
わ
い

重
ね
気
力
の
衰

え
の
悩
み
は
誰
し
も
同
様
。
こ
の
お
年
で
の
作
歌
は
ご
立
派
。

大
洗
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
人
降
り
る
人
大
き
な
夢
を
リ
ュ
ッ
ク

に
詰
め
て
。 

永
町
七
区　

秋
山　

ま
さ
子

〔
評
〕
リ
ュ
ッ
ク
の
大
き
い
旅
は
遠
出
で
あ
る
。
一
杯
の
夢
を

詰
め
た
心
踊
り
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

う
か
ら
等
の
笑
い
声
湧
く
バ
ー
ベ
ー
キ
ュ
ー
大
型
連
休
に
孫
等
の
踊
る

寺
釜
八
区　

小
野
瀬　

保
子

〔
評
〕
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
も
な
る
と
遠
近
一
家
総
出
で

あ
ろ
う
。
家
族
の
和
は
何
に
も
ま
し
て
倖
せ
で
あ
る
。

苦
し
か
り
し
世
を
い
く
そ
た
び
歩
み
来
て
平
成
の
世
に
生
き
る
倖

せ

永
町
四
区　

川
上　

ひ
さ

〔
評
〕
過
去
を
顧
み
る
と
人
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
し
さ
も
想
い
起
さ

れ
る
。
併
し
、
平
成
の
世
に
あ
っ
て
安
ら
ぎ
を
実
感
し
得
る
の

は
、
最
も
倖
せ
だ
。

死
の
淵
を
さ
迷
う
兄
の
付
き
添
い
に
花
満
つ
る
道
選
り
て
通
は
む

永
町
十
六
区
ノ
三　

身
内　

ゆ
み

〔
評
〕「
死
の
蔭
の
谷
」
と
い
う
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
が
、

作
者
の
心
情
は
下
句
に
於
て
秀
逸
で
あ
る
。

初
咲
き
の
淡
紅
色
の
花
水
木
三
年
越
し
な
り
い
と
愛か

な

し
か
り

金
沢
一
区　

古
渡　

節
子

〔
評
〕
待
ち
侘
び
る
月
日
は
長
い
も
の
。
春
の
訪
れ
と
共
に
咲

い
て
く
れ
た
花
は
と
も
か
く
い
と
し
い
も
の
だ
。

渋
滞
の
車
追
い
越
し
温
泉
を
帰
る
自
転
車
の
風
快こ

こ
ろ
よ
し

祝
町
十
区　

佐
藤　

毅

〔
評
〕
と
も
か
く
車
の
渋
滞
に
は
閉
口
す
る
。
こ
ん
な
時
の
自

転
車
。
湯
上
り
の
作
者
の
気
分
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

紛
い
と
も
達
者
装
う
短う

た歌
会
は
老
い
の
心
を
満
た
す
一
日

夏
海　

木
野
内　

清
太
郎

〔
評
〕
高
期
高
齢
を
迎
え
て
の
作
品
。
作
歌
意
欲
は
衰
え
る
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
御
健
詠
を
。

庭
隅
に
牡ぼ

う
た
ん丹
の
日
々
花
芽
立
ち
過
ぎ
し
日
偲
ぶ
夫
の
手
植
え
の 

祝
町
三
区　

桐
原　

す
み

〔
評
〕
牡
丹
の
花
芽
が
柔
ら
か
く
出
は
じ
め
て
来
た
な
あ
と
思

う
頃
、
今
は
亡
き
夫
へ
の
想
い
が
重
な
る
の
で
あ
る
。

愛あ
ざ
な称
と
も
言
は
れ
し
こ
と
か
「
ど
ん
ど
こ
や
」
神
祀
る
父
が
大

鼓
打
ち
し
を 

桜
道
五　

猿
田　

彦
太
郎

〔
評
〕「
ど
ん
ど
こ
や
」
と
い
ま
で
も
言
わ
れ
る
由
来
は
解
ら
な

い
。
ど
う
や
ら
神
職
で
あ
っ
た
父
に
基
づ
く
ら
し
い
。

明
媚
な
る
日
本
の
四
季
を
狂
わ
す
か
雪
の
重
さ
に
桜は

な

震
え
い
て

新
町
六
区
ノ
一　

関
根　

秀
子

〔
評
〕
凡
そ
日
本
の
四
季
程
美
し
い
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

作
者
ば
か
り
で
な
く
そ
の
憂
い
が
き
こ
え
て
く
る
。

丘
の
上
の
や
う
や
く
咲
き
し
桜
花
春
の
嵐
に
散
る
を
惜
し
ま
ず

成
田
町　

清
宮　

し
げ

〔
評
〕
身
障
そ
し
て
高
齢
で
あ
り
な
が
ら
歌
へ
の
感
性
は
豊
か
。

生
涯
に
於
て
誰
し
も
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

春
の
陽
の
み
な
ぎ
る
さ
庭
花
菲
の
白
き
花
弁び

ら

微
か
に
揺
る
る

寺
釜
九
区　

佐
藤　

よ
し
子

〔
評
〕
束
状
に
な
っ
て
細
か
い
花
を
付
け
た
菲
は
愛
ら
し
い
。

春
の
そ
よ
風
に
乗
っ
て
揺
ら
い
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

古
枯
ら
し
浅
き
睡
り
を
破
ら
れ
て
命
乏と

も

し
と
思
う
日
頃
か

おおあらい歌壇 ●勝山一美選

ひじり保育園ひじり保育園

さくら組さくら組毎月のお茶会毎月のお茶会
ちょっぴり緊張しています。ちょっぴり緊張しています。

ぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリー
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アクアワールド大洗の仲間たちアクアワールド大洗の仲間たち

　「たらこ」「明太子」と言えば、代表的な魚
卵加工食品ですが、何の魚の卵を加工したも
のかご存じですか。
　正解は、スケトウダラです。メスのスケト
ウダラの卵巣を塩蔵したものを「たらこ」と
呼び、唐辛子を加えた味付け液に漬け込んだ
ものを「明太子」と呼びます。身の部分はチ
クワやカマボコなどの練り製品に加工されて
いるので、実は私たちの食卓になじみ深い存
在なのです。
　スケトウダラは茨城県以北の冷たい海にすむ魚です。冬から春にかけて産卵行動を
行い、体長 60cmの親は、1.3 ｍｍ前後の卵を 100 万粒も産むことが知られています。
当館では、昨年から２年続けて産卵行動がみられました。弱い稚魚を長く飼育すること
は難しいのですが、稚魚の展示を目指してバックヤードで試行錯誤を続けています。ご
期待ください。 魚類展示課　横田　由紀子

骨粗鬆症検診の骨粗鬆症検診の
お申込みを受付けていますお申込みを受付けています

－スケトウダラ－

アクアワールド大洗の仲間たちアクアワールド大洗の仲間たちアクアワールド大洗の仲間たちアクアワールド大洗の仲間たち

http://www.aquaworld-oarai.com　TEL 029-267-5151

　骨粗鬆症とは、骨がスポンジのようにスカスカに

なり、骨折しやすい状態になることをいいます。骨は

１８歳でもっとも丈夫になりますが、年齢とともに弱

くなっていきます。特に女性は閉経によりさらに骨が

弱くなります。

　高齢者が寝たきりになる原因のうち、５人に１人が

骨折といわれています。

　骨折によって動けない状態が続くと骨折が治った

あとも自力で歩くことが難しくなったり、痛みによっ

て日常生活での動作が制限されることで、寝たきりに

なってしまうのです。

　カルシウムが多く含まれる食品を摂取したり、

ウォーキングなどで骨の状態を維持することができ

ますが、定期的に検診を受けて自分の骨の状態を知っ

ておくことも大切です。

　大洗町では 18 歳以上の女性を対象に骨粗鬆症検

診を行っています。

　検診は、足のかかとに超音波をあてて行います。

（数分で検査は終わります。）

検診をご希望の方は保健センター（☎266－1010）

までお申し込みください。

検診日程 受付時間 料金

7月28日（水）
①　午前9時半～
②　午後1時～

500円


